













第 686 7 号
昭和 60 年 3 月 25 日
工学研究科応用物理学専攻


























第 4 章では ， Al試料に Ar+イオン， O2十イオンを照射したときの二次電子収率，およびエネノレギ一
分布の測定，解釈について述べている口すなわち ， Ar+ 照射によるポテンシャ jレ放出の寄与を見いだし，
また O2+照射による二次電子放出の増大を観測し，乙れらの結果の考察を行なっている。
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第 5 章では， Ar+ イオン照射下の Al より放出されるオージェ電子スペクトノレの角度分解測定により，
その生成領域について新しい観点から検討を行なっている。さらにこれらの成果をもとに ， Al 一 M g­
合金から得られたオージェ電子スペクトルの解析をお乙ない， bu1k-like shoulder がイオン誘起表面
偏析を示す表面組成を反映し， atomic -li ke pe ak が質量平衡則より固体中の組成を反映するという
解釈を提案し，イオン誘起オージェ電子分光法の新たな表面評価法としての可能a性について言及してい
る。
第 6 章では，第 1 章から第 5 章までの内容を総括するとともに，将来の展望について述べている。
論文の審査結果の要旨
イオン誘起二次電子は，イオン照射下の表面状態を解明する有力な手段として注目されているのみな
らず，電子とともに放出される原子，イオンや光放出の生成機構解明の観点からも検討が加えられつつ
ある。
本論文は， keVまたはそれ以下のイオン衝撃によって放出される低エネルギ一二次電子の測定装置を
試作，開発し，その生成過程について検討を行うとともに，試作装置の優れた性能を利用して化合物等
におけるイオン誘起二次電子の表面分析への利用の可能性について新たな提案を試みている。
得られた結果を要約すると次のとおりであるo
(1) 後段減速万式による低エネノレギーイオン銃ならびに，永久磁石内蔵の新しい差動排気型超高真空イ
オン銃の実用化lζ成功し，さらに実用上優れた性能を有する新しい非分散型バンドパス分析器を完成
している。
(2) ポテンシャル放出の測定 lとより理論値とよく一致した結果を得るとともに，一つのイオン誘起オー
ジェスペクトルより表面組成について異なる二つの情報を得る可能'性を指摘し，さらに合金スペクト
ノレの解釈に乙れを適用しその振舞をよく説明する乙とを示している。
以上のように本論文は，イオン誘起二次電子放出における基礎的問題の検討を行なうと共に，表面分
析に実用可能な装置を開発し，その他の二次放出現象との関連を明らかにしたもので，表面工学，材料
工学および応用物理学上貢献する乙とが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
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